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現
用
真
空
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に
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て
置
く
べ
き
こ
と

逓
信
省
電
気
試
験
所
第
四
部
　
太
田
　
納

　
　
　
は
し
が
き

真
空
管
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
原
理
、
構
造
、
種
類
、
動
作
そ
の
他
種
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
真
空
管

と
い
う
も
の
の
原
理
、
動
作
等
は
既
に
充
分
判
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
常
識
程
度
に
現
用
真
空
管
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。
又
、
真
空
管
と
一
口
に
い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
当
然
送
信
用
大
型
管
、
受

信
用
小
型
管
が
含
ま
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
受
信
用
真
空
管
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
　
　
電
極
の
構
造
、
材
料

現
用
真
空
管
に
は
、
二
極
管
よ
り
周
波
数
変
換
用
七
極
管（
ペ
ン
タ
グ
リ
ッ
ド
の
コ
ン
バ
ー
タ
ー
）等
に
い
た
る
電
極
数
の
非

常
に
多
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
は
結
局
カ
ソ
ー
ド
、
プ
レ
ー
ト
、
グ
リ
ッ
ド
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
多
極
管
で
も

こ
れ
等
電
極
の
集
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
　し

た
が従　っ

て
、
以
下
簡
単
に
カ
ソ
ー
ド
、
グ
リ
ッ
ド
、
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
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第一図

カ
ソ
ー
ド
　
受
信
真
空
管
の
カ
ソ
ー
ド
は
、
直
熱
型
と
傍
熱
型
の
二
種
あ
り
、
直
熱
型
の
も
の
は
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト（
加
熱
　せ

ん
じ
ょ
う

繊
條　
）自
身
が
そ
の
　ま

ま侭　
カ
ソ
ー
ド
と
な
る
も
の
で
、
第
一
図
に
示
す
　ご

と如　
く
、
I
字
型
、
V

字
型
、
W
字
型
等
が
あ
り
ま
す
が
、
現
用
の
も
の
で
は
V
字
型
、
W
字
型
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
が
長
い
程
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
有
効
表
面
積
が
大
き
く
、内
部
抵
抗
の
低
い
真
空
管
が
出
来
る
の

で
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
材
料
に
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
ト
リ
ウ
ム
入
タ
ン
グ
ス
テ
ン（
ト
リ
エ
ー

テ
ッ
ド
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
）、
及
び
酸
化
物
被
覆
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト（
オ
キ
サ
イ
ド
・
コ
ー
テ
ッ
ド
）の
三
種

類
あ
り
ま
す
が
、
二
、
三
の
特
殊
な
も
の
を
除
い
て
、
　す

べ総　
て
酸
化
物
被
覆
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

傍
熱
型
の
も
の
は
第
二
図
に
示
す
如
き
構
造
を
有
し
、
加
熱
　せ

ん
じ
ょ
う

繊
條　（
ヒ
ー
タ
ー
）は
唯
単
に
電
熱
器
と

し
て
動
作
し
、
絶
縁
物
を
隔
て
て
外
側
に
あ
る
カ
ソ
ー
ド
を
熱
す
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
ソ
ー
ド
は
ニ
ッ
ケ
ル
管
で
外

側
に
酸
化
物
が
被
覆
し
て
あ
り
ま
す
。
元
来
交
流
用
真
空
管
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
直
流
用
の

も
の
に
も
こ
の
傍
熱
型
が
使
用
さ
れ
る
の
で
、
最
近
の
も
の
の
　す

べ総　
て
は
傍
熱
型
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
傍
熱
型
に
よ
れ
ば
、
外

部
か
ら
の
機
械
的
衝
撃
に
よ
る
雑
音
が
少
い
た
め
で
あ
り
ま
す
。

第二図

グ
リ
ッ
ド
　
グ
リ
ッ
ド
は
種
々
の
作
用
を
す
る
も
の
　た

と例　
え
ば
制
御（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）、
　し

ゃ
へ
い

遮
蔽　（
ス
ク

リ
ー
ン
）、
抑
制（
サ
プ
レ
ッ
サ
ー
）グ
リ
ッ
ド
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
は
　す

べ総　
て
ニ
ク
ロ
ー
ム
、
モ
リ

ブ
デ
ン
、
又
は
マ
ン
ガ
ニ
ン
等
の
細
い
線
を
支
柱
の
周
囲
に
円
筒
状
或
は
　ひ

ら
か
く

平
角　
型
に
捲
い
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
カ
ソ
ー
ド
加
熱
に
多
く
の
電
力
を
要
す
る
真
空
管
に
於
て
は
、
グ
リ
ッ
ド
の
上
端
に
金
属
板

を
附
け
放
熱
用
に
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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プ
レ
ー
ト
　
プ
レ
ー
ト
は
　ほ

と
ん殆　ど
　す

べ総　
て
ニ
ッ
ケ
ル
板
を
円
筒
、
又
は
平
角
筒
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
網
目
に
し

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
内
部
か
ら
の
熱
の
放
散
を
良
く
し
、
グ
リ
ッ
ド
の
温
度
上
昇
を
避
け
、
前
記
グ
リ
ッ
ド
の
上
端

に
放
熱
用
金
属
板
を
附
属
せ
し
め
た
も
の
と
同
様
の
作
用
を
な
し
ま
す
。
又
、
中
に
は
プ
レ
ー
ト
表
面
を
黒
く
変
色
せ
し
め
た

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
熱
の
輻
射
を
よ
く
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
真
空
管
の
名
称（
型
）

最
近
の
受
信
用
真
空
管
の
名
称
は
大
体
三
つ
の
部
分
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。
先
ず
第
一
に
、
一
つ
或
は
二
つ
の
数
字
が
あ
り
、

次
に
A
、
B
、
C
等
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
の
一
字
、
最
後
に
又
数
字
が
あ
り
ま
す
。
　た

と例　
え
ば
、
二
A
三
、
二
A
五
、
一
A
六
、
二

五
Z
五
等
の
　ご

と如　
く
で
あ
り
ま
す
。

最
初
の
一
個
あ
る
い
は
二
個
の
数
字
　た

と例　
え
ば
二
、
六
、
二
五
等
は
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
又
は
ヒ
ー
タ
ー
の
大
体
の
電
圧
を
示
す
も

の
で
あ
り
ま
す
。
一
ヴ
ォ
ル
ト
　な

い
し

乃
至　
二
ヴ
ォ
ル
ト
の
範
囲
の
も
の
は
一
と
い
う
数
字
で
示
さ
れ
、
二
ヴ
ォ
ル
ト
　な

い
し

乃
至　
三
ヴ
ォ
ル

ト
の
も
の
は
二
と
い
う
数
字
で
示
さ
れ
ま
す
。
以
下
こ
れ
に
準
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
六
、
二
五
等
の
数
字
で
示
さ
れ
ま
す
。

二
番
目
の
文
字
は
単
に
真
空
管
の
序
列
を
示
す
も
の
で
真
空
管
の
特
性
、
使
用
法
に
無
関
係
に
附
け
ら
れ
ま
す
。

増
幅
管
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
A
か
ら
始
ま
っ
て
B
、
C
と
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
順
に
附
け
ら
れ
、
整
流
管
は
逆
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
最
後
Z
よ
り
Y
、
X
と
い
う
順
に
附
け
ら
れ
ま
す
。

最
後
の
数
字
は
真
空
管
の
電
極
の
数
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
電
極
と
は
他
の
電
極
と
分
離
し
て
い
て
、
真
空
管
の
動
作
に
　あ

ず
か与　

る
も
の
を
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
　し

た
が従　っ
て
、
ヒ
ー
タ
ー
又
は
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
は
べ
ー
ス
に
は
二
本
脚
が
出
て
い
ま
す
が
、
　も

ち
ろ
ん

　も
ち
ろ
ん

勿
論　　
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一
つ
の
電
極
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
五
極
真
空
管
で
抑
制
グ
リ
ッ
ド（
サ
プ
レ
ッ
サ
ー
・
グ
リ
ッ
ド
）は
多
く
真

空
管
で
カ
ソ
ー
ド
に
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
は
サ
プ
レ
ッ
サ
ー
・
グ
リ
ッ
ド
は
こ
の
最
後
の
数
字
の
数
の
中
に

は
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　た
と例　

え
ば
二
A
五
と
い
う
真
空
管
は
、
　ま先　
ず
第
一
に
ヒ
ー
タ
ー
電
圧
が
二
ヴ
ォ
ル
ト
と
　マ

マ二　
ヴ
ォ
ル
ト
の
間
に
あ
り
、
第
二
に
増

幅
管
で
　し

か而　
も
第
二
分
類
中
に
あ
る
こ
と
が
　わ

か判　
り
、
第
三
番
目（
最
後
）に
五
個
の
独
立
し
た
電
極
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
　わ

か判　
り
ま

す
。
　し

た
が従　っ

て
、
べ
ー
ス
は
六
本
脚
で
あ
る
こ
と
が
　わ

か判　
り
ま
す
。
以
上
の
他
の
も
の
も
二
、
三
特
別
の
も
の
を
除
い
て
全
部
二
数

字
或
は
三
数
字
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
　た

と例　
え
ば
、
二
四
A
、
三
五
、
四
七
、
八
○
、
五
七
、
七
七
等
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
こ
れ
等
の
二
数
字
或
は
こ
れ
に
附
け
ら
れ
た
A
、
B
等
の
字
に
よ
り
真
空
管
が
　わ

か判　
る
か
ら
で
あ
り
ま
し
て
、
従
来
の
二
二
四
、

二
三
五
、
二
四
七
と
い
う
よ
う
な
名
称
の
最
初
の
数
字
を
簡
単
の
た
め
に
取
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト（
ヒ
ー
タ
ー
）電
圧
に
よ
る
分
類

現
用
真
空
管
で
は
、
そ
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
又
は
ヒ
ー
タ
電
圧
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
二
ヴ
ォ
ル
ト
級
の
真
空
管
と
か
、
六
ヴ
ォ

ル
ト
級
の
真
空
管
と
い
う
よ
う
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

現
用
真
空
管
に
は
次
の
よ
う
な
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
規
格
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
一
・
一
ヴ
ォ
ル
ト
級（
電
池
用
）、
二
ヴ
ォ

ル
ト
級（
電
池
用
）、
二
・
五
ヴ
ォ
ル
ト
級
、
五
ヴ
ォ
ル
ト
級
、
六
・
三
ヴ
ォ
ル
ト
級
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
他
に
数
は
少
い

が
一
・
五
ヴ
ォ
ル
ト
級（
二
六
B
）、
三
・
三
ヴ
ォ
ル
ト
級（
U
X
一
二
〇
、
U
X
二
二
二
、
U
X
一
九
九
等
）、
七
・
五
ヴ
ォ
ル

ト
級（
U
X
五
〇
、
K
X
八
一
）等
が
あ
り
ま
す
。
　な尚　
お
こ
の
他
に
ト
ラ
ン
ス
レ
ス
用
と
し
て
ヒ
ー
タ
ー
を
全
部
直
列
に
使
用
し
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て
A
・
C
一
○
○
ヴ
ォ
ル
ト
を
そ
の
　ま

ま侭　
使
用
す
る
も
の
に
、
ヒ
ー
タ
ー
電
圧
二
五
ヴ
ォ
ル
ト（
U
Z
四
三
、
K
Z
二
五
Z
五
）、

一
二
ヴ
ォ
ル
ト
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
整
流
管
は
　ほ

と殆　
ん
ど
五
ヴ
ォ
ル
ト
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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○　細　脚　　●　太　脚
口金底部より見たる脚の位置

第三図

金
属
真
空
管
は
全
部
六
・
三
ヴ
ォ
ル
ト
級
で
あ
り
ま
す
が
、
　ガ

ラ
ス
硝
子　
真
空
管
と
同
様
に
、
例
外
と
し

て
五
ヴ
ォ
ル
ト
ト
ラ
ン
ス
レ
ス
用
二
五
ヴ
ォ
ル
ト
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
ベ
ー
ス（
ソ
ケ
ッ
ト
）の
種
類

現
用
真
空
管
の
べ
ー
ス
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
種
々
の
真
空
管
ベ
ー
ス（
口
金
）は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
四
本
脚
、
五
本
脚
、

六
本
脚
、
七
本
脚
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
等
真
空
管
は
そ
の
べ
ー
ス
の
脚
数
に
よ
っ

て
四
本
脚
の
も
の
は
U
X
、
五
本
脚
の
も
の
を
U
Y
、
六
本
脚
の
も
の
を
U
Z
、
七
本
脚
の
も
の

を
U
t（
U
T
）と
し
て
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
真
空
管
名
の
最
初
に
附
属
し
て
呼
ん
で
い
ま
す
。
　た

と例　

え
ば
、
U
X
二
A
三
、
U
Y
二
七
A
、
U
Z
二
A
五
、
U
t
二
A
七
等
で
あ
り
ま
す
。
整
流
管

は
U
X
、
U
Y
の
　か

わ代　
り
に
K
X
、
K

Y
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
　な尚　
お
水
銀
蒸
気
整
流
管
は
H
X
と

し
て
区
別
し
て
い
ま
す
。
　た

と例　
え
ば
、
H
X
八
二
、
H
X
八
三
等
の
　ご

と如　
く
で
あ
り
ま
す
。
U
t
と
U

T
は
同
じ
七
本
脚
で
あ
り
ま
す
が
、
大
型
べ
ー
ス
と
小
型
べ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
U
t
二
A
七
、
六
A
七
、
二
B
七
、
六
B
七
は
小

型
ベ
ー
ス
で
、
U
T
五
九
は
大
型
ベ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
。
第
三
図
は
ベ
ー
ス
を
底
部
よ
り
見
た
脚
の
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位
置
で
あ
り
ま
す
が
、
五
本
脚（
U
Y
）の
も
の
の
み
脚
の
太
さ
が
全
部
同
じ
で
細
い
脚
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
U
X
、

U
Z
、
U
t（
U
T
）も
全
部
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
又
は
ヒ
ー
タ
ー
の
脚
に
太
い
も
の
を
使
用
し
て
区
別
し
て
い
ま
す
。
ベ
ー
ス（
ソ

ケ
ッ
ト
）に
1
、
2
、
3
、
4
等
の
数
字
を
使
用
す
る
場
合
は
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
又
は
ヒ
ー
タ
ー
の
番
号
を
3
、
4
と
し
て
、
第

四
図
の
　ご

と如　
く
反
時
計
式
に
他
の
脚
に
番
号
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が（
ソ
ケ
ッ
ト
の
時
は
反
対
で
時
計
式
と
な
る
）、
昭
和
十
三

年
一
月
に
決
定
さ
れ
た
日
本
電
気
通
信
用
品
標
準
調
査
委
員
会
制
定
に
よ
る
規
格
で
は
、
第
三
図
の
　ご

と如　
く
ベ
ー
ス（
ソ
ケ
ッ
ト
に

て
は
反
対
）を
底
部
よ
り
見
た
場
合
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
又
は
ヒ
ー
タ
ー
の
一
つ
を
1
と
し
て
時
計
式
に
2
、
3
、
4
と
番
号
を
附

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
は
単
に
番
号
を
附
け
る
方
法
だ
け
で
、
何
等
本
質
的
に
変
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
方
法
も
あ

る
こ
と
だ
け
は
知
っ
て
置
い
た
方
が
便
利
で
あ
り
ま
す
。

1

2
3 4

5
6

7

口金底部より見
たる脚の位置
第四図

又
、金
属
真
空
管
の
べ
ー
ス（
ソ
ケ
ッ
ト
）は
全
部
同
様
で
、　し

た
が従　っ
て
ソ
ケ
ッ
ト
は
一
種
類
だ
け
で
全

部
に
共
通
で
あ
り
ま
す
。
ソ
ケ
ッ
ト
は
八
本
脚
に
適
応
す
る
よ
う
に
出
来
て
い
て
、
真
空
管
の
ベ
ー

ス
の
方
は
適
当
に
不
必
要
な
脚
を
除
く
か
、
又
は
脚
だ
け
あ
っ
て
遊
ん
で
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
金
属
管
は
金
属
外
被
を
ア
ー
ス
す
る
た
め
に
、
金
属
外
被
に
接
続
さ
れ
た
脚
が
一
本
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
脚
を
1
と
し
ベ
ー
ス
を
底
部
か
ら
見
て
時
計
式
に
1
、
2
、
3
、
…
…
、
8
と
番
号
を

附
け
て
い
ま
す
。

金
属
管
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
号
「
ラ
ヂ
オ
科
学
」
第
一
〇
頁
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
真
空
管
特
性
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第一表
単位　マイクロ・マイクロ・ファラッド

12A 45 50 56 24B 36 39 57 47 27A 6C5 6J5
Cpg 8.5 7.2 9.0 3.2 0.007 0.007 0.007 0.007 1.2 3.3 1.8 3.4
Cfg 4.0 4.5 5.0 3.6 5.3 3.7 5.2 5.2 8.6 3.5 4.0 3.4
Cpf 2.0 3.0 3.0 2.5 10.5 9.2 6.8 6.8 13.0 3.0 11.0 3.6

真
空
管
の
特
性
と
い
え
ば
皆
様
既
に
御
承
知
の
　ご

と如　
く
増
幅
定
数（
µ

）、
内
部
抵
抗（
rp

）、
相
互
コ
ン
ダ

ク
タ
ン
ス（
gm
）の
三
つ
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
真
空
管
の
良
否
を
決
定
す
る
場

合
は
こ
の
三
定
数
及
び
構
造
、
各
電
極
間
の
絶
縁
、
真
空
度
等
に
依
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

所
が
、
最
近
は
真
空
管
回
路
の
研
究
が
進
み
、
回
路
自
身
の
歪
が
少
く
な
っ
た
た
め
、
増
幅
器
の
音
質
等

が
問
題
に
さ
れ
る
場
合
、
必
然
的
に
真
空
管
に
よ
る
　ひ

ず
み歪　（

波
形
　わ

い歪　
位
相
　わ

い歪　
）が
問
題
に
な
る
よ
う
に
な
り
、
真

空
管
の
良
否
を
決
定
す
る
場
合
　わ

い
り
つ

歪
率　
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
高
利
得
の

受
信
機
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
受
信
機
の
雑
音
が
論
議
さ
れ
、
従
っ
て
真
空
管
自
身
の
雑
音
も
問

題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
後
は
従
来
の
事
項
以
外
に
　ひ

ず
み歪　、
雑
音
と
い
う
こ
と
が
加
え
ら
れ
る
の
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
も
全
然
こ
れ
等
の
事
項
が
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
事
項
と
し
て
一
層
重
視
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
二
五
L
六
、
二
五
A
七
等
の
真
空

管
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
波
形
　わ

い歪　（
高
調
波
　わ

い歪　
）は
、
大
体
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
真
空
管
内
部
容
量

短
波
殊
に
超
短
波
の
範
囲
に
な
れ
ば
、
真
空
管
内
部
容
量
が
非
常
に
問
題
と
な
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
真

空
管
の
内
部
容
量
は
ど
の
位
あ
る
も
の
か
知
っ
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
　も

ち
ろ
ん

勿
論　
、
内
部
容
量
は

少
い
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
第
一
表
に
大
体
の
静
電
容
量
を
示
し
て
お
き
ま
す
。
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　な尚　
お
、
金
属
真
空
管
六
C
五
、
六
J
五
は
共
に
　
同
じ
よ
う
な
特
性
を
有
す
る
三
極
管
で
あ
り
ま
す
が
、
第
一
表
に
示
し
た

静
電
容
量
は
、
金
属
外
被
を
カ
ソ
ー
ド
へ
接
続
し
た
時
の
も
の
で
、
プ
レ
ー
ト
、
カ
ソ
ー
ド
間
の
容
量
が
比
較
的
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
む
す
び

以
上
、
簡
単
に
現
用
真
空
管
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
真
空
管
に
つ
い
て
は
　す

べ総　
て
の
こ
と
を
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
本
号
の
他
の
記
事
に
つ
い
て
充
分
の
御
研
究
あ
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
筆
を

　お擱　
き
ま
す
。

•

底
本
に
は
、
ラ
ヂ
オ
科
学
社
編
『
受
信
用
真
空
管
の
選
び
方
使
ひ
方
』（
ラ
ヂ
オ
科
学
社
）
を
使
用
し
た
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
か
な
は
新
か
な
に
変
更
し
た
。
た
だ
し
一
部
の
漢
字
は
旧
漢
字
の
ま
ま
に
し
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2
ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

ラ
ジ
オ
関
係
の
古
典
的
な
書
籍
及
び
雑
誌
の
い
く
つ
か
を

ラ
ジ
オ
温
故
知
新

h
t
t
p
:
/
/
f
o
m
a
l
h
a
u
t
.
w
e
b
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

に
、

ラ
ジ
オ
の
回
路
図
を

ラ
ジ
オ
回
路
図
博
物
館

http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/index.html
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h
t
t
p
:
/
/
f
o
m
a
l
h
a
u
t
.
w
e
b
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/
r
a
d
i
o
/
r
a
d
i
o
-
c
i
r
c
u
i
t
.
h
t
m
l

に
収
録
し
て
あ
る
。

http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/radio/radio-circuit.html

